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                        コード番号 ８４１５ 東証・大証1部 

                        問合わせ先 グループ企画部長 米坂 享 

                               (TEL 073-426-7133) 

 

平成１８年３月期業績予想修正ならびに子会社における特別利益の計上に関するお知らせ 

 

 当社の子会社である株式会社紀陽銀行における与信関連費用の増加ならびに特別利益の計上を要因

として、当社の平成１８年１月２５日に公表した平成１８年３月期業績予想を下記のとおり修正いた

しますのでお知らせいたします。 

記 

１．平成１８年３月期連結業績予想の修正（平成17年4月1日～平成18年3月31日） 

（１）株式会社紀陽ホールディングス（連結業績予想）     （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

前回公表予想  (A)  ６５，６００   ４，８００    １，０００ 

今回修正予想  (B)  ７６，０００   １，０００   １，６００ 

増減額  (B)－(A)  １０，４００  △３，８００     ６００ 

増減率   １５．８％  △７９．１％   ６０．０％ 

   ※上記平成17年度の連結業績予想は、連結会計基準にもとづき、株式会社紀陽 

銀行の平成17年4月1日から平成18年3月31日までの事業年度の連結業績予想に 

株式会社和歌山銀行の平成18年2月1日（当社設立日）から平成18年3月31日ま              

での事業年度の連結業績予想の合算によるものです。 

 

（２）株式会社紀陽銀行（連結業績予想）           （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

前回公表予想  (A)  ６３，０００   ９，２００    ５，２００ 

今回修正予想  (B)  ７３，４００     ２，５００     ３，６００ 

増減額  (B)－(A)   １０，４００   △６，７００   △１，６００ 

増減率    １６．５％  △７２．８％   △３０．７％ 

 

※株式会社紀陽ホールディングスの単体業績予想及び当社の子会社である株式会社和歌山銀行の

連結業績予想については、前回（平成18年1月25日）公表した以下の業績予想に修正はございま

せん。 

   ①紀陽ホールディングス単体業績予想（平成18年2月1日～平成18年3月31日） 

                （単位：百万円） 

 平成１８年３月期

経 常 収 益      １００

経 常 利 益       １５

当 期 純 利 益        ６
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②和歌山銀行連結業績予想（平成17年4月1日～平成18年3月31日） 

                （単位：百万円） 

 平成１８年３月期

経 常 収 益   １１，１００

経 常 利 益  △１０，８００

当 期 純 利 益  △１１，２００

 

２．修正の理由 

（１）株式会社紀陽ホールディングス（連結） 

    株式会社紀陽銀行の連結業績予想修正に伴い、当社連結業績予想を修正いたします。 

 

（２）株式会社紀陽銀行（連結） 

    連結経常収益については、株式会社紀陽銀行において、有価証券（株式・投資信託等）の売

却益等を計上したことから前回(平成18年1月25日)公表比１０４億円増加の７３４億円となる

見込みです。 

    連結経常利益については、与信関連費用等経常費用が前回公表比１７０億円増加することに

伴い、６７億円減少の２５億円となる見込みです。与信関連費用の増加は、株式会社和歌山銀

行との合併に備え、株式会社紀陽銀行において、企業再生と不良債権の最終処理への取り組み

をより一層加速・促進いたします。これにより紀陽フィナンシャルグループの将来の財務リス

クに早期に対応し、財務基盤をより強固なものとしてまいります。 

    連結当期純利益については、特別利益として退職給付信託返還益約９０億円計上（下記参照）

することにより、前回公表比１６億円減少の３６億円となる見込みです。 

 

〔退職給付信託返還益について〕 

株式会社紀陽銀行は将来の退職給付に備えることを目的として退職給付信託を設定しており

ますが、株式市況の回復等による資産運用の大幅な改善に伴い、退職給付信託を含む年金資 

産が退職給付債務に対して大幅な積立超過の状況にあることから、退職給付信託の一部を解 

約することといたしました。 

①退職給付信託の一部解約日(予定) : 平成１８年３月２９日 

②返還額(予定)          : 約１４０億円 

③損益に影響を与える額 

平成１８年３月期の株式会社紀陽銀行の単体・連結決算において、退職給付信託返還益  

約９０億円を特別利益に計上いたします。 

 

３．子銀行の資本増強について 

  本年３月、当社は、財務基盤の増強を図るため２５２億円の資本調達を行いましたが、その  

調達資金をもって、子会社である株式会社紀陽銀行及び株式会社和歌山銀行に対して以下のと 

おり出資を行います。今回の資本増強により、平成18年3月末の自己資本比率については、平成  

18年1月25日に公表のとおり、株式会社和歌山銀行（連結）は８％程度、株式会社紀陽銀行（連結）

は８．５％程度、株式会社紀陽ホールディングスの自己資本比率は９％程度となる見込みです。 
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（１）株式会社紀陽銀行の増資 

①増資額    ８０億円 

  ②資本増加日  平成１８年３月３０日（木） 

 

（２）株式会社和歌山銀行の増資 

①増資額    ９０億円 

  ②資本増加日  平成１８年３月３０日（木） 

 

既に公表のとおり、当社を中核とする持株会社体制のもと、株式会社紀陽銀行と株式会社和歌

山銀行は経営統合によるシナジー効果の早期実現に向け、平成１８年１０月１０日に合併を予定

しております。 

今後は、更なる経営の効率化を図り、安定した収益の確保と更なる拡大を図るとともに、強固

な財務基盤を構築し、充実した総合金融サービスの提供を行う地域金融グループ「紀陽フィナン

シャルグループ」として、地元中小企業金融の円滑化や事業再生等リレーションシップバンキン

グの機能強化を図り、地域経済の発展に努めてまいります。 

以 上 


